
（A）状況分析と妥当性

（B）生産性向上

（C）実現可能性

（D）地域経済への波及

令和７年度 越前市小規模事業者未来開拓サポート補助金
審査基準

⑤新規性

⑥生産性

⑦適切性

⑧費用対効果

①状況把握

②経営課題

③支援の必要性

④競争力

実現性を踏まえ、補助事業成果による売上・収益は高い費用対効果が見込
まれるか。

事業計画の実現可能性や効果が高く、市補助金を活用して事業化する必要
性・有効性があるか 。

審査項目

地域経済への波及効果が見込まれるか。⑩波及効果

⑨将来性 補助事業成果は、自社の成長に寄与するものになっているか。

適切な事業実施が見込まれる体制、財務状況であり、補助対象経費は計画
に合致した必要なものになっているか。

実施内容が生産性向上等に繋がる計画であるか。

審査項目

既存事業を踏まえ、補助事業が事業者にとって新たに取り組む内容となっ
ているか。

補助事業成果は、商圏内において価格的・性能的に優位性を有し、その継
続が期待できるものであるか。

審査項目

経営課題が明確かつ妥当であり、補助事業が経営課題の解決につながる取
り組みとなっているか。

自社の企業活動を適切に把握・分析し、競争優位性や顧客のニーズを適切
に把握しているか

審査項目


